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今後の予定
7月15日(水)SNS安全講話 7月16日(木)学年集会・LHR・大掃除 7月17日(金)終業式・LHR

7月17日(金)12時00分 １学期成績指導（成績が不良な生徒とその保護者）

１学期の授業終了
7月1日(水) で、1学期の授業は終了しました。

いくつかの授業ではテストに向け、自習となりました。自習の時間は、プリントやノートを確認したり、先生や友達に質問し

たり、家での勉強とは違った使い方ができます。有効に活用した生徒が多かったようです。

また、１学期の授業を振り返ってみてどうでしたか。新たな先生から、新たな科目を学ぶことで、考え方や勉強方法など

に新たな気づきがあったことでしょう。テスト勉強して授業を振り返りながら自分の成長に繋げてください。

期末考査
7月2日(木)から土日を挟んで、7日(火)まで期末考査が行われました。1学期の成績、そして2年生の「評定」に大きく

関わる大事なテストでした。自分の取り組みを振り返ってどうだったでしょうか。先生方も答案の採点をしながら、自分の授

業がどうだったか、試験問題は適切だったかなど2学期に活かせるよう振り返っています。

生徒の中には、今まで以上にしっかり取り組み、安定して高得点を取りながらも、満点に近づくよう、更に勉強を重ねてい

る者もいます。中には、中間テストでまずまずの成績を取ったため、期末考査で気を抜いてしまって大幅に得点を下げてし

まった生徒もいます。

普段の授業の取り組みがもっとも大切ですが、テスト前に集中して復習することも勉強方法を身に着ける時間として大切

です。勉強は一生続きます。テスト勉強を通じて、自分に合った勉強方法を身に着けましょう。

夏休みの補講について
 6月30日(火)に「夏休み進学講習 受講希望調査（2年）」を教室掲示しました。国語2講座、数学1講座、英語

1講座と公務員試験対策の講座が開講される予定です。部活の計画と調整しながら参加を検討してはどうでしょうか。普

段の授業と違って、少人数で余裕のある時間なので、担当の先生に進路の話や、勉強計画、勉強方法などを相談するこ

ともできます。申込を希望する生徒は7月7日(火)までにGoogleクラスルームに入力、13日(月)までに担当の先生の指

示を聞くことになっています。進路希望を明確にし、さらなる成長が遂げられる夏休みにしよう！

芸術鑑賞会
7月10日(金)は越谷サンシティホールで芸術鑑賞会が行われました。今年は、本校

のローテーションで「古典芸能」です。入船亭辰むめ（いりふねてい たつうめ）さんによ

る落語、和田奈月（わだ なつき）さんによる和妻（わづま いわゆる手品・奇術のこ

と）、扇屋勝丸・丸果（おうぎやかつまる・まるか）さんによる太神楽（だいかぐら いわ

ゆるジャグリング）、桂宮治（かつら みやじ）さんによる落語が行われました。

目の前で繰り広げられる芸に生徒たちは感嘆の声を上げ、時には真剣な表情で話し

に聞き入り、時には心の底から大笑いし、盛りだくさんの2時間でした。

来年度の芸術鑑賞会は「音楽鑑賞」の予定です。

部活動再開 夏の暑さ
7月7日(火)に期末考査が終わり、多くの部活動が再開しました。7日(火)は比較的涼しかったのですが、翌8日(水)は

30度を超える暑さとなりました。とうとう本格的な夏の到来です。今まで例年と比べて涼しかっただけに、この日が来てしまっ

たか、と悲しくなりました。しかし、夏の暑さは「夏休み」「プール」「合宿」「アイス」など、楽しみなこともたくさんありワクワクする

気持ちも湧いてきます。暑さに早めに慣れて、夏を楽しむ気持ちに切り替えましょう。越谷東の生徒たちは、グラウンドでも

体育館でも、校舎内でも元気に活動していました。

特別編成時間割
7月8日(水)から、特別編成の時間割で45分×3限の授業が行われました。期末考査がなかった体育や芸術の授業

もありました。暑さが厳しくなり、体育の授業の後で顔を真っ赤にさせた生徒を前に答案返却をしている授業もありました。

期末考査の得点によっては、不合格となった科目がある生徒もいます。5段階評価で「１」がつくことで、いわゆる赤点

（欠点とも）です。 試験の出来に不安がある生徒が、「私、大丈夫ですか」と、先生方に聞く姿をたまに見かけます。2学

期は、目標を高く設定して、「１」がつかなければよい、ではなく「３」を「４」に、「４」だったものを「５」に、と頑張って下さい。

桂宮治さんの話の中で「寄席（よせ）」という言葉が出てきました。都内にはほぼ毎日、このような古典芸能をたくさん見

られる「寄席」が開催されています。中には学校の教室と同じくらいの広さの会場もあり、まさに目の前で芸が堪能できます。

料金は3500円前後で昼席（だいたい12時から16時半）、夜席（だいたい17時から20時）を楽しめます。おすすめは

上野広小路亭で、会場も小さく、目の前で芸が見られるだけでなく、比較的料金も安く2000円（前売り1500円）です。

寄席に行こう https://www.rakugo-kyokai.jp/beginners

永谷グループ 演芸場 http://ntgp.co.jp/engei/

https://www.rakugo-kyokai.jp/members/1tfn-7s6h
https://natsu-plan.com/
https://okinaya-katsumaru.com/
https://katsuramiyaji-official.com/
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